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東アジア男女共同参画担当大臣会合の概要と評価 

 

平成１８年６月３０日（金）、７月１日（土）、東京（京王プラザホテル）にお

いて「東アジア男女共同参画担当大臣会合」が開催されたところ、概要と評価、

以下のとおり。 

 

Ⅰ．概要 

１．「東アジアにおけるジェンダーの平等を目指して」をテーマとし、東京にて

東アジア諸国の担当大臣会合を執り行った。男女共同参画の重要性、男女共

同参画の取組や推進にあたっての課題等について意見交換を行い、最後に「東

京閣僚共同コミュニケ」を採択した。 

 

２．会議には、１６カ国（中国、韓国、ＡＳＥＡＮ１０カ国（インドネシア、

マレーシア、フィリピン、シンガポール、タイ、ブルネイ、ベトナム、ラオ

ス、ミャンマー、カンボジア）、オーストラリア、ニュージーランド、インド、

日本）・２国際機関（ESCAP、UNDP）が参加、うち１４の国・国際機関か

らは大臣クラスが出席した。議長は、猪口邦子内閣府特命担当大臣（少子化・

男女共同参画）が務めた。 

 

３．30 日の開会セッションでは、猪口大臣によるオープニングスピーチとＥＳ

ＣＡＰ（国連アジア太平洋経済社会委員会）事務局長より基調講演があった。

続くセッション１では、「各国におけるジェンダー主流化の進捗状況と今後の

課題」と題して各国等より報告があった。続いてテーマ別討議に入り、セッ

ション２では「ワーク・ライフ・バランスと男女共同参画」、セッション３で

は「ナショナルマシナリーの機能について」に関して活発な議論が行われた。

翌１日に開催されたセッション４にても引き続きテーマ別討議が行われ、コ

ミュニケ案の審議がなされた。セッション５では、池田守男・株式会社資生

堂相談役より「企業における男女共同参画の重要性」と題する招待講演があ

った。最後のクロージングセッションでは、「東京閣僚共同コミュニケ」が全

会一致で採択された。 
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Ⅱ．評価 

１．本会合は、東アジアにおける初の男女共同参画担当大臣会合であり、日本

が主導し、議長国を務め、呼びかけた全１６カ国・２国際機関のうち１４の

国・国際機関から大臣クラスの参加を得、有意義な各国報告とテーマ別討議

が行われた。今回の日本国主催の東アジア男女共同参画担当大臣会合が成功

したことから、本閣僚会合を年次開催するプロセスを立ち上げる決定を含む

「東京閣僚共同コミュニケ」が全会一致で採択された。 

 

２．会議では、各出席者より東アジアという地域で男女共同参画をテーマに閣

僚会合を開催することの意義が深いことが確認され、今回の会合は、東アジ

アにおけるジェンダーの平等・平和・開発の大きな進歩に向けた歴史的な一

歩であると評価された。 

 

３．ベストプラクティスの共有やワーク・ライフ・バランスの重要性、ナショ

ナルマシナリーの強化の重要性などについて合意された。 

 

４．ジェンダーの平等と女性のエンパワーメントに向けた我々のこの連携がよ

い模範となり、国際社会に発信されるよう努力することが合意されるととも

に、国連等関係機関に「東京閣僚共同コミュニケ」を伝達する責務を議長国

に託した。 

 

５．次回会合は 2007年にインド、第三回会合は 2008年に韓国で開催すること

を決定した。 

 


